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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月28日(2020.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　疾患に関連する抗原を組み換え型核酸から発現する遺伝子操作した細菌を含む、医薬組
成物であって、
　前記細菌が、リポ多糖の生合成に必要であるタンパク質をコードする遺伝子の少なくと
も１つの改変または欠失を有し、
　前記遺伝子操作した細菌が、前記組み換え型核酸からＴＬＲおよび／またはＮＯＤのリ
ガンドをさらに発現する、
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医薬組成物。
【請求項２】
　前記疾患に関連する抗原が、患者に特異的である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記疾患に関連する抗原が、腫瘍抗原、腫瘍関連抗原、腫瘍に特異的な抗原、または腫
瘍と患者に特異的なネオアンチゲンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記遺伝子操作した細菌が、他の疾患に関連する抗原を少なくとも１つ発現する、請求
項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記疾患に関連する抗原が、抗原と抗原の間にペプチドスペーサーを含んでもよいポリ
トープとして発現する、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記抗原が、少なくとも１つのＭＨＣクラスＩのサブタイプまたは少なくとも１つのＭ
ＨＣクラスＩＩのサブタイプによる提示を目的とする抗原に関する輸送シグナルをさらに
含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記疾患に関連する抗原が、前記患者のＨＬＡ種の少なくとも１つのＭＨＣクラスＩの
サブタイプまたは少なくとも１つのＭＨＣクラスＩＩのサブタイプに対して高親和性のバ
インダーである、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記細菌が、大腸菌である、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記遺伝子操作した細菌が、ＣＤ１４介在型敗血症を誘導するには不十分であるレベル
で、エンドトキシンを発現する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組み換え型核酸が、共刺激分子をコードする配列およびチェックポイント阻害剤を
コードする配列のうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　免疫療法のための遺伝子操作した細菌を作製する方法であって、
　疾患に関連する抗原を同定するステップと、
　前記抗原と、ＴＬＲおよび／またはＮＯＤのリガンドとをコードする核酸配列を含むよ
うに組み換え型核酸を作製するステップと、
　細菌を前記組み換え型核酸で形質転換して、前記抗原を発現する遺伝子操作した細菌を
作製するステップであって、前記細菌が、リポ多糖の生合成に必要であるタンパク質をコ
ードする遺伝子の少なくとも１つの改変または欠失を有する、ステップと
を含む、方法。
【請求項１２】
　前記疾患に関連する抗原が、患者に特異的である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記疾患に関連する抗原が、腫瘍抗原、腫瘍関連抗原、腫瘍に特異的な抗原、または腫
瘍と患者に特異的なネオアンチゲンである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記遺伝子操作した細菌が、他の疾患に関連する抗原を少なくとも１つ発現し、前記疾
患に関連する抗原が、抗原と抗原の間にペプチドスペーサーを含んでもよいポリトープと
して発現される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記抗原が、少なくとも１つのＭＨＣクラスＩのサブタイプまたは少なくとも１つのＭ
ＨＣクラスＩＩのサブタイプによる提示を目的とする抗原に関する輸送シグナルをさらに
含む、請求項１１に記載の方法。
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【請求項１６】
　前記疾患に関連する抗原が、前記患者のＨＬＡ種の少なくとも１つのＭＨＣクラスＩの
サブタイプまたは少なくとも１つのＭＨＣクラスＩＩのサブタイプに対して高親和性のバ
インダーである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記細菌が大腸菌である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記遺伝子操作した細菌が、ＣＤ１４介在型敗血症を誘導するには不十分であるレベル
で、エンドトキシンを発現する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記組み換え型核酸が、共刺激分子をコードする配列およびチェックポイント阻害剤を
コードする配列のうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記遺伝子操作した細菌に放射線照射するステップをさらに含む、請求項１１に記載の
方法。
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